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　国立大学は、2004年に法人化さ
れ、私たちの給与を含めた大学の運営
費が、毎年削減され続けています。ま
た、大学を競争させ、平均的な業績で
は運営費が減る仕組みが押し付けられ
ています。 
　その運営費不足を埋めるために、外
部資金の獲得に奔走しています。そし
て、それが教員の評価にも反映される
など、肝心な教育・研究・医療が疎か
になりつつあります。 
　これらは、教職員に過密労働・長時
間労働をもたらし、サービス残業や健
康被害といった影響が出ており、さら
には非正規雇用の拡大にも繋がってい
ます。まさに、大学も『ブラック企
業』の一員になりつつあります。 
　名古屋大学職員組合は、このような
過酷な教職員の労働条件の改善、健
康・安全衛生の充実をめざしてとりく
んでいます。 
　大学の教育・研究・医療の充実・発
展に寄与しつつ、組合員の雇用を守り
労働条件を改善させていくことが、教
職員組合の役割です。教職員組合への
加入はその保険となります。 
　労働条件を良するために、みなさん
の組合加入を心から呼びかけます。 
　 
名古屋大学職員組合　組合員一同より 


